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 レッスン会場サーキット走行ピレリ

スケジュール確認や旗の意味、
走行時の諸注意を説明します。
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現実：リーンアングルが深いほど加速できない。
　　　　　　　(＝スロットルを開けられない)

要素：①ＷＯＴになる位置(＝スロットル開度)

　　　②リーンアングル

　　　③リーンの長さ

　　　④Ｆｒ．サスペンションの状態

　　　⑤Ｒｒ．サスペンションの状態

ＷＯＴ＝Wide Open Throttle
　　　＝アクセル全開

コーナーリングの構成：　減　　速
　　　　　　　　　　　　１次旋回
　　　　　　　　　　　　２次旋回
　　　　　　　　　　　　立上がり
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立上がり中
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１．立上がり重視とは？
　＊スロットル全開ポイントを手前にすること。＝レースではスロットル全開時間を少しでも長
　　くすることだが、ライディングを楽しむ走行会においては「加速しながらコーナーを立上が
　　ること」を優先する。
２．２次旋回で確認するオートバイの旋回特性
　＊自分のオートバイは、アクセルオフの方が良く曲がるのか？パーシャルの方が良く曲がるの
　　か？を知る。そうすれば２次旋回の時間が短くなり(＝良く曲がるようになり)、コーナーか
　　ら加速しながらの立ち上がりが楽しく、しかも速くなる。
３．安定姿勢を作る１次旋回
　＊レースで見るような後輪が浮いたり外側へ流れたりする進入は、車両姿勢を乱し上記２項目
　　をスポイルする。
４．ブレーキングは無理しない
　＊ブレーキングを遅らせる乗り方は恐怖心が残るだけ。進入速度を高めたい時
　　はブレーキ入力を遅らせるのではなく、ブレーキ解除を早める方法で。


